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【図表 38】疾患別要介護等認定者有病割合の県比較 （平成 28 年） （単位：％） 
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村上市 18.4 48.3 23.7 54.5 21.1 9.5 36.7 22.2 18.3 46.0

新潟県 21.3 52.1 27.2 59.4 29.3 9.8 39.1 25.0 21.3 49.1
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【図表 37】要介護等認定者の有病状況（平成 28 年） （単位：％） 
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１ 

村
上
市
と
県
と
の
比
較

　

村
上
市
は
疾
患
別
要
介
護
等
認
定

者
有
病
割
合
で
、
生
活
習
慣
病
（
心

臓
病
、
高
血
圧
症
な
ど
）
の
割
合
が
、

い
ず
れ
も
県
の
数
値
を
下
回
っ
て
い

ま
す
。（
図
１
）

　

こ
れ
ら
の
病
気
は
生
活
習
慣
を
改

善
す
る
こ
と
に
よ
り
、
発
生
率
や
死

亡
率
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

で
は
な
ぜ
、
村
上
市
は
、
県
平
均

よ
り
数
値
が
低
い
の
で
し
ょ
う
か
。

今
号
で
は
、
健
康
コ
ホ
ー
ト
調
査
か

ら
そ
の
理
由
を
考
え
て
み
ま
す
。

図１：疾患別要介護等認定者有病割合の県比較（平成28年）（単位：％）� 資料：KDBシステム

特集

　
村
上
市
で
は
、
新
潟
大
学
と
協
力
し
、
平
成
23
年
か
ら
「
健
康
コ
ホ
ー

ト
調
査
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
の
目
的
は
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
め
ざ
し
、
介
護
予
防
を
見

す
え
た
生
活
習
慣
病
（
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
認
知
症
な
ど
）
対
策
の
た
め

に
、
将
来
の
病
気
の
発
生
に
生
活
習
慣
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
か

を
解
明
す
る
こ
と
で
す
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
こ
の
「
健
康
コ
ホ
ー
ト
調
査
」
か
ら
見
え
て
き
た

村
上
市
の
生
活
習
慣
の
現
状
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

鮭と生活習慣病の関わり
─ 健康コホート調査から見えた村上市の現状 ─
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２ 
健
康
コ
ホ
ー
ト
調
査

○
初
回
調
査
（
平
成
23
～
25
年
）

　

40
～
74
歳
の
村

上
市
、
関
川
村
、

粟
島
浦
村
の
住
民

の
方
を
対
象
に
行

い
、
１
万
４
３
６

４
人
に
健
康
調
査

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
そ
の
う
ち
８

４
９
７
人
か
ら
血
液
を
提
供
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

多
く
の
方
の
ご
協
力
で
、
皆
さ
ん

の
生
活
習
慣
な
ど
が
把
握
で
き
、
将

来
の
病
気
の
発
生
に
生
活
習
慣
が
ど

の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
を
、

解
明
す
る
基
礎
デ
ー
タ
と
な
り
ま
し

た
。

○
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査

　
（
５
年
お
き
）

　

健
康
コ
ホ
ー
ト
調
査
の
最
大
の
特

徴
は
、
初
回
調
査
を
し
っ
か
り
行
っ

た
上
で
、
協
力
者
の
皆
さ
ん
の
そ
の

後
の
生
活
習
慣
・
体
調
の
変
化
や
、

病
気
の
発
生
を
長
期
に
わ
た
り
地
道

に
調
べ
て
い
く
こ
と
で
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
病
気
に
な
る
人
と
な
ら
な
い

人
で
何
が
違
う
の
か
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
５
年
お
き
に
、
平
成

38
（
２
０
２
６
）
年
ま
で
調
査
を
続

け
る
予
定
で
す
。

○
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
結
果

　

平
成
28
年
に
は
、
調
査
票
に
よ
る

５
年
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
の
主
な
目
的
は
、
参
加

者
の
皆
さ
ん
の
５
年
間
の
変
化
を
多

方
面
か
ら
観
察
す
る
こ
と
で
す
。

　

主
要
な
生
活
習
慣
に
関
し
て
、
平

成
23
年
と
平
成
28
年
の
結
果
を
比
較

し
て
み
る
と
、
喫
煙
率
と
頻
回
飲
酒

者
の
割
合
で
は
、
男
性
が
ほ
ぼ
全
年

代
で
低
下
し
て
い
ま
し
た
。（
図
２
、

３
）

　

塩
分
摂
取
量
の
評
価
は
難
し
い
の

で
す
が
、「
食
卓
で
よ
く
し
ょ
う
ゆ

を
か
け
る
」
と
い
う
人
の
割
合
は
、

男
女
と
も
全
年
代
で
低
下
し
て
い
ま

す
。（
図
４
）　

　

そ
の
他
に
「
麺
類
の
汁
を
多
く
飲

む
」
と
い
う
人
の
割
合
も
低
下
し
て

い
ま
し
た
。「
味
つ
け
が
濃
い
か
ど

う
か
」
に
つ
い
て
の
項
目
は
、
変
化

が
確
認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
塩

分
摂
取
量
の
低
下
は
確
か
な
こ
と
の

よ
う
で
す
。
ま
た
、
運
動
の
習
慣
に

つ
い
て
も
、
は
っ
き
り
と
し
た
変
化

を
確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
回
の
結
果
か
ら
、
運
動
以
外
の

生
活
習
慣
は
徐
々
に
改
善
し
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
皆
さ
ん
の
生
活
習
慣
改
善
の
意

識
向
上
の
成
果
と
も
い
え
ま
す
。
今

後
、
地
域
全
体
に
お
け
る
生
活
習
慣

病
の
発
生
率
や
死
亡
率
は
低
下
し
て

い
く
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

図２：喫煙している人の割合

図３：週５日以上お酒を飲む人の割合

図４：しょうゆを「たいてい」または「いつも」かける人の割合

男性の喫煙率は低下しています

男性の頻回飲酒者はやや少なくなっています

しょうゆをよくかける人は少なくなっています
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３ 

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
と
鮭

　　

最
近
、
健
康
と
の
関
連
か
ら
ビ
タ

ミ
ン
Ｄ
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
健

康
コ
ホ
ー
ト
調
査
で
は
、
ビ
タ
ミ
ン

Ｄ
の
効
果
を
将
来
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
大
切
な

食
材
で
あ
る
鮭
に
は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ

が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
日
本

人
は
そ
の
大
半
を
魚
か
ら
摂
取
し
ま

す
が
、
魚
の
中
で
も
塩
引
き
に
す
る

シ
ロ
ザ
ケ
は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
王
様

で
す
。（
図
５
）

　

人
の
体
内
の

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
が

多
い
か
少
な
い

か
は
血
液
中
の

「
25
水
酸
化
ビ

タ
ミ
ン
Ｄ
」
を

検
査
す
る
こ
と
で
わ
か
り
ま
す
。
血

液
提
供
者
の
「
25
水
酸
化
ビ
タ
ミ
ン

Ｄ
」
を
検
査
し
た
と
こ
ろ
、
血
中
の

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
女
性
が
男
性
よ
り
も

明
ら
か
に
低
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。（
図
６
左
）

　

人
の
体
内
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
日
光

に
あ
た
る
こ
と
で
生
成
さ
れ
ま
す

が
、
女
性
は
太
陽
光
線
を
避
け
る
傾

向
に
あ
る
た
め
、
そ
れ
が
影
響
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

年
代
別
に
見
る
と
若
年
者
ほ
ど
低

い
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
図
６
右
）

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
か
ら
成

人
の
中
で
20
歳
代
の
血
中
ビ
タ
ミ
ン

Ｄ
が
、
最
も
低
い
と
い
う
結
果
が
出

て
い
ま
す
。
若
年
者
ほ
ど
屋
外
で
過

ご
す
時
間
が
短
く
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の

豊
富
な
魚
を
食
べ
て
い
な
い
こ
と
が

関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
日
光
浴
と
関
わ
り

が
深
く
、
体
内
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
量

は
日
照
時
間
と
同
じ
よ
う
に
季
節
に

よ
り
変
動
し
ま
す
。
日
照
時
間
は
春

か
ら
夏
に
か
け
て
長
く
な
り
、
そ
れ

に
つ
れ
て
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
濃
度
も
高
く

な
り
ま
す
。（
図
７
）

　

逆
に
日
照
時
間
は
秋
か
ら
冬
に
か

け
て
短
く
な
り
ま
す
が
、
不
思
議
な

こ
と
に
血
中
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
濃
度
は

低
下
し
ま
せ
ん
で
し
た
。（
図
７
）

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
他
の
調
査
研

究
で
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
秋
か
ら
冬

に
か
け
て
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
が
低
下
し
て

い
な
い
の
は
、
こ
の
時
期
に
と
れ
る

鮭
の
摂
取
量
が
増
え
て
い
る
こ
と
が

図５：魚のビタミンＤ含有量およびビタミンＤの供給源

図６：性別、年代別の血中ビタミンＤ

図８：鮭の摂取頻度（秋〜冬）別の血中ビタミンＤ 図７：血中ビタミンＤ濃度の季節変動

日
照
時
間
（
／
月
）

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
（
ｎ
ｍ
ｏ
ｌ
／
Ｌ
）
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一
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
理
由

と
し
て
、
鮭
に
は
多
量
の
ビ
タ
ミ
ン

Ｄ
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
、
今
回
の
調
査
で
も
鮭
の
摂
取
頻

度
と
血
中
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
に
は
強
い
関

連
が
見
ら
れ
ま
し
た
。（
図
８
）

　

こ
の
事
実
は
と
て
も
興
味
深
く
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
た
め
し
て
ガ
ッ
テ
ン
！

（
平
成
29
年
６
月
７
日
）」
と
「
う
ま

い
ッ
！
（
平
成
29
年
12
月
24
日
）」

に
も
こ
の
話
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

４ 

健
康
寿
命
の

　
　
　

延
伸
の
た
め
に

　

健
康
コ
ホ
ー
ト
調
査
に
よ
り
、
村

上
市
の
生
活
習
慣
の
実
態
が
み
え
て

き
ま
し
た
。

　

い
つ
ま
で
も
健
康
で
生
活
す
る
た

め
に
は
、
生
活
習
慣
病
な
ど
の
発
症

や
重
症
化
を
予
防
す
る
こ
と
が
、
な

に
よ
り
も
大
切
で
す
。
ま
ず
は
健
診

を
受
け
て
、
自
分
の
体
の
状
態
を
知

る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
認
知
症
予
防
も
健
康
寿
命

の
延
伸
の
た
め
に
重
要
で
す
。
健
康

コ
ホ
ー
ト
調
査
で
は
認
知
症
予
防
研

究
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
一
環
と
し
て
平
成
28
年
に

約
千
人
の
方
に
協
力
し
て
い
た
だ

き
、
も
の
わ
す
れ
検
査
（
認
知
機
能

検
査
）
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
、
も

の
わ
す
れ
が
進
む
こ
と
と
関
わ
り
の

深
い
日
常
生
活
の
要
因
を
、
解
明
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら「
健
康
コ
ホ
ー
ト
調
査
」

で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
に
関
す

る
現
状
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
こ

と
で
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

　

保
健
医
療
課
健
康
支
援
室

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
４
４
０
）

　私ども新潟大学・新潟医療福祉大学のグループは、平成23年より
縦断的な健康調査（コホート調査）を行っています。これまで調査
の進捗などを参加者の皆様にお手紙「コホート調査だより」で報告
させていただきました。
　なぜ私たちが村上市を含む県北地域を調査対象としたかと申し
ますと、村上の代表的な食材である鮭にはビタミンＤが大変豊富に
含まれており、ビタミンＤの研究は県北地域の皆様に、特に興味を
持ってもらえるものと思ったからです。
　私たちのこれまでの研究や他の研究で、ビタミンＤが多いほど骨
密度が高く、転倒骨折が少ない傾向であることが報告されてきまし
た。また、外国での研究では、ビタミンＤが多いと認知症やある種
のがんなどが予防できるかもしれないという報告が見られます。し
かしながら、ビタミンＤと病気との関連性に関しては、まだ十分に
わかっていないというのが現状です。コホート調査を継続すること
で、ビタミンＤと病気との関連がさらに解明されることが期待され
ます。
　私たちは村上健康コホート調査を着実に進めています。これから
も随時地域の皆様に、その成果をお知らせしていきたいと思います。

村上健康コホート調査のホームページ
http://www.med.niigata-u.ac.jp/yg/murakami/index.htmlに
最新情報を載せていますので、ご覧ください。

村上健康コホート調査
 ～鮭で元気プロジェクト～

新潟大学大学院医歯学総合研究科
環境予防医学分野

中
な か

村
む ら

　和
か ず

利
と し

　教授
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TOWN  NEWS

動画あり …ニュース番組として市ホームページで動画を配信中
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　神林地区の方を対象に、ＮＰＯ法人希楽々主催
の買い物弱者支援事業「ささえ隊」が開催されま
した。買い物が困難な参加者が、希楽々のマイク
ロバスでイオン村上東店に到着後、簡単な健康体
操と店内ウオーキングを開始。その後、皆さん思
い思いの売り場へ向かい、買い物を楽しみました。
　日常の買い物が生活課題としてあげられる中、
健康づくりの事業をプラスした取り組みに、参加
者も大満足の様子でした。

　平成31年４月に供用開始予定の荒川地区公民館
建設工事の起工式が行われました。
　現在の公民館は築30年以上が経過し、老朽化が
著しいことから既存施設の敷地内で建て替えを行
うものです。建て替え後は、荒川地区の生涯学習
拠点と保健センターとしての機能を合わせ持ち、
皆さんが安心して利用できるようバリアフリーに
配慮した施設として、生まれ変わります。

運動→買い物のコラボで大満足！ 荒川地区公民館起工式
イオン村上東店 荒川地区公民館

▶
店
内
見
学
と
品
定
め
を
兼
ね
て

　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ

▶
工
事
の
安
全
を
祈
っ
て
く
わ
入
れ
を

　

行
う
高
橋
市
長

3/26 3/26

　「町屋の人形さま巡り」の新企画「城下町着物でぶらり」の開
幕式が、行われました。
　これは、人形さま巡りを主催している村上町屋商人会が、人形
さま巡りをさらに楽しんでもらおうと企画したものです。
　実行委員長代理の黒田景弘さんは「町屋に着物はマッチします。
気軽に着物を楽しんでほしい」とあいさつ。
　参加者は、町屋に映える着物姿で黒塀通りや町屋などをぶらり
と巡りました。

新企画「城下町 着物でぶらり」
安
あん

善
ぜん

小
こう

路
じ

ほか3/20

▶
町
屋
に
映
え
る
艶
や
か
な
着
物

　SL村上ひな街道号の運転にあわせて、荒川総合体育館脇に保存さ
れている「D51−735」が一般公開されました。
　これは、当時の国鉄から旧荒川町へ100年間の無償貸与がされたも
ので、現役時代そのままの姿で保存されている全国でも数少ない貴
重な蒸気機関車です。
　動力機関の力強さを外側からでも見ることができ、黒一色の勇壮
な姿は、当時、坂町駅が「ヒトやモノ」の流れを生み出す物流の要
所であり、鉄道のまちとしてにぎわった栄華を思い起こさせるかの
ようでした。多くの親子連れや鉄道ファンが詰めかけ、記念撮影を
したり、旧国鉄職員の方の説明に熱心に耳を傾けたりしていました。

蒸気機関車「D51」の一般公開
荒川総合体育館脇

3/24、
25

◀
蒸
気
機
関
車
が
お
披
露
目

動画あり
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　開湯から今年で114年を迎える瀬波温泉で、感
謝祭が開催されました。
　オープニングイベントとなったこの日は、餅ま
きや瀬波温泉潮太鼓の演舞、射的・卓球コーナ
ー、インモーション（次世代乗り物）の乗車体
験、ボッチャなど盛りだくさんの内容で、訪れた
多くの家族連れなどが楽しんでいました。
　新潟市から家族で来ていた青山彩

さ

希
き

ちゃん（６
歳）は「温泉大好きです。餅ひろいとても楽しか
ったです」と話してくれました。

いいよ、せなみ～瀬波温泉開湯114年 感謝祭～
瀬波温泉特別会場

▶
た
く
さ
ん
の
お
菓
子
が
ま
か
れ
ま
し
た

4/7

　茨城県大洗町と村上市が友好都市協定を結び
ました。東日本大震災時に同町の砂浜復旧のた
めに当市が白砂を提供したことをきっかけに連
携を深め、「みなとまち同士」という縁もあり、
実現したものです。
　今後は、観光や産業、教育など幅広い分野で
交流し、災害時に必要物資（食料や医療品など）
の提供などを行っていきます。

友好都市協定調印式
茨城県大洗町役場

▶�

大
洗
町
の
小
谷
町
長
（
左
）
と
握
手
を

交
わ
す
高
橋
市
長

4/4

　耐震補強・大規模改修工事を行った山北総合
体育館で、リニューアルオープンを記念した催
しが開かれました。参加者は、色の付いたさま
ざまな形の突起物が付けられた壁を登る「ボル
ダリング」体験や、弾力性のある床面に改修さ
れた走路の感触を確かめていました。
　参加した50代男性は「冬期は体育館内を毎日
ジョギングしています。体に負担の少ない走路
になり、とても走りやすいです」と話していま
した。

リニューアルオープンセレモニー
山北総合体育館

▶
子
ど
も
た
ち
に
も
人
気
の
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ

4/15

　春の全国交通安全運動に伴って交通安全祈願
祭が行われ、村上警察署員や交通安全協会の関
係者など24人が出席しました。
　岩沢駐在所の外山巡査部長が「この地域の
方々は、マナーがよく、交通安全指導の際にも
約100台の車とすれ違いましたが、その半数は
自分にあいさつをしてくれました。ぜひこのま
まマナーを守って運転をして欲しいです」と祝
辞を述べ、これからの交通安全を祈願しました。

春の交通安全祈願祭
朝日みどりの里　屋根付き多目的広場

▶�

国
道
７
号
沿
い
の
猿
沢
交
通
安
全
観
音
像

　

に
向
か
っ
て
祈
願

4/6
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快
挙
を
祝
福

　

平ピ
ョ
ン
チ
ャ
ン昌
冬
季
五
輪
の
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

男
子
ハ
ー
フ
パ
イ
プ
で
、
２
大
会
連

続
の
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
平
野
歩

夢
選
手
の
祝
賀
凱
旋
パ
レ
ー
ド
と
出

場
報
告
会
が
、
３
月
21
日
（
水
・
祝
）

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
野
選
手
と
父
英ひ

で

功の
り

さ
ん
が
赤
い

オ
ー
プ
ン
カ
ー
で
村
上
市
役
所
前
を

午
後
１
時
過
ぎ
に
出
発
し
、
村
上
地

域
振
興
局
ま
で
の
約
１
・
３
㎞
を
お

よ
そ
１
時
間
か
け
て
凱
旋
パ
レ
ー

ド
。
沿
道
を
埋
め
尽
く
し
た
市
内
外

か
ら
集
ま
っ
た
約
１
万
５
千
人
の
観

客
は
、
平
野
選
手
が
目
の
前
を
通
る

と
旗
を
振
っ
た
り
、
写
真
を
撮
っ
た

り
し
な
が
ら
、「
お
め
で
と
う
」「
お

帰
り
な
さ
い
」「
こ
っ
ち
向
い
て
」

と
声
を
か
け
て
い
ま
し
た
。
平
野
選

手
は
、
銀
メ
ダ
ル
を
掲
げ
な
が
ら
手

を
振
り
続
け
、
笑
顔
で
観
客
の
声
援

に
応
え
て
い
ま
し
た
。

　

パ
レ
ー
ド
の
後
、
市
民
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
で
は
出
場
報
告
会
が
行
わ

れ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
競
技
を
振

り
返
り
な
が
ら
、
平
野
選
手
は
「
応

援
し
て
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
人
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
皆
さ
ん

に
夢
や
勇
気
を
与
え
ら
れ
る
選
手
を

目
指
し
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

平野歩夢選手　祝賀凱旋パレードと出場報告会

地元のスーパースターに15,000人
─ 平野選手は感謝の言葉 ─
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ま
さ
か
の
雪
に
も
負
け
ず
疾
走

　

市
制
施
行
10
周
年
記
念
の
年

の
ス
タ
ー
ト
を
飾
る
「
第
32
回 

笹
川
流
れ
マ
ラ
ソ
ン
」
が
４
月

８
日
㈰
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
は
、
ま
さ
か
の
降

雪
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
国
か

ら
１
４
２
６
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が

参
加
。
寒
い
中
を
頑
張
っ
て
力

走
す
る
ラ
ン
ナ
ー
に
沿
道
の
市

民
や
ス
タ
ッ
フ
が
温
か
い
声
援

を
送
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
元
の
小
・
中
学
生

に
よ
る
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
書

か
れ
た
の
ぼ
り
旗
や
横
断
幕
が

選
手
を
激
励
。
ゴ
ー
ル
後
の
あ

お
さ
汁
は
冷
え
き
っ
た
ラ
ン
ナ

ー
に
何
よ
り
の
一
杯
と
な
り
ま

し
た
。

　

参
加
し
た
選
手
の
皆
さ
ん
、

運
営
に
協
力
し
て
く
れ
た
地
域

の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

●�

問
い
合
わ
せ　

第
32
回
笹
川

流
れ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行
委

員
会
事
務
局
（
山
北
総
合
体

育
館
内
）
☎
77
‐
２
８
２
８

第32回　笹川流れマラソン　結果

春雪の海辺を駆け抜けた
─ 潮風・ふれあい・さわやかRUN ─

大　
会　
結　
果

　

※ 

市
内
に
住
所
が
あ
っ
た
入
賞

者
（
８
位
以
内
、
氏
名
上
の

数
字
は
順
位
）
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
敬
称
略

３
㎞
男
子
小
学
生
４
・
５
・
６
年
生

　

８　

齋
藤　

聖
（
勝
木
）

３
㎞
男
子
中
学
生

　

８　

内
山　

暖
和
（
坂
町
）

３
㎞
女
子
中
学
生

　

２　

近
藤　

葉
香
（
浜
新
保
）

　

４　

伊
藤　

華
帆
（
温
出
）

　

５　

髙
橋　

み
ろ
く
（
藤
沢
）

　

６　

本
間　

陽
奈
（
寝
屋
）

　

７　

増
子　

星
奈
（
府
屋
）

　

８　

増
子　

歩
友
美
（
岩
崎
）

10
㎞
男
子
29
歳
以
下

　

１　

相
馬　

一
生
（
早
稲
田
）

10
㎞
男
子
40
歳
代

　

４　

佐
久
間　

隆
司
（
藤
沢
）

10
㎞
男
子
50
歳
代

　

６　

菅
原　

進
（
岩
沢
）

10
㎞
男
子
60
歳
以
上

　

２　

斉
藤　

正
幸
（
藤
沢
）

10
㎞
女
子
60
歳
以
上

　

５　

阿
部　

ト
ミ
子
（
坂
町
）

ハ
ー
フ
男
子
29
歳
以
下

　

５　

相
馬　

平
（
高
根
）

ハ
ー
フ
男
子
50
歳
代

　

４　

北
澤　

厚
男
（
山
口
）

ハ
ー
フ
女
子
40
歳
代

　

１　

遠
山　

さ
ゆ
り
（
金
屋
）

ハ
ー
フ
女
子
50
歳
代

　

３　

山
脇　

牧
子（
松
原
町
四
丁
目
）

　

７　

東
海
林　

直
美
（
中
継
）
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新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で

は
、
平
成
20
年
度
の
制
度
開
始
か
ら
こ
れ

ま
で
、
保
険
料
率
を
据
え
置
い
て
き
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
将
来
的
に
加
入
者
数
や
医
療

給
付
費
な
ど
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
加
入
者
の
負
担
を
で
き
る
限
り
抑

制
す
る
た
め
に
、
広
域
連
合
決
算
剰
余
金

と
新
潟
県
に
設
置
し
て
い
る
財
政
安
定
化

基
金
を
活
用
し
た
上
で
、
平
成
30
年
度
か

ら
保
険
料
率
の
引
き
上
げ
を
行
い
ま
し

た
。（
表
１
参
照
）

◆
保
険
料
の
決
ま
り
方

　

保
険
料
は
、
加
入
者
が
等
し
く
負
担
す

る
「
均
等
割
額
」
と
、
加
入
者
の
所
得
に

応
じ
て
負
担
す
る
「
所
得
割
額
」
の
合
計

で
す
。
前
年
中
の
総
所
得
金
額
な
ど
や
世

帯
の
所
得
状
況
に
よ
り
、
個
人
単
位
で
保

険
料
が
決
ま
り
ま
す
。（
表
２
参
照
）

　

な
お
、「
均
等
割
額
」
は
、
前
年
中
の

世
帯
の
所
得
状
況
に
応
じ
て
軽
減
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※ 

平
成
30
年
度
の
保
険
料
額
や
納
付
方

法
、
軽
減
制
度
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
７
月
中
旬
に
送
付
さ
れ
る
「
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決
定
通
知
書
」

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ

　

 

新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合　

業
務
課　

資
格
保
険
料
係　

　

☎
０
２
５
‐
２
８
５
‐
３
２
２
２

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

表１　平成30・31年度の保険料率・賦課限度額

表２　保険料の決まり方

表３　保険料の計算例
【単身世帯で、前年中の収入額が公的年金220万円のみの場合】

保険料額はこのように変わります

平成29年度
（改定前）

平成30・31年度
（改定後） 比較

均 等 割 額 35,300円 36,900円 1,600円

所 得 割 率 7.15％ 7.40％ 0.25％

賦課限度額 57万円 62万円 ５万円

均等割額
１人当たり
36,900円

基準総所得金額
（所得割率に乗じる額）

67万円

年間保険料額
（賦課限度額62万円）

※100円未満切捨

所得割額
（前年中の総所得金額など − 基礎控除額33万円）

× 所得割率 7.40％

前年中の総所得金額など
公的年金収入220万円 − 公的年金等控除120万円
= 100万円

区分 平成29年度
均等割額 35,300円
所得割額 47,905円
年間保険料額

（100円未満切捨） 83,200円

平成30年度
36,900円
49,580円

86,400円

比較
1,600円
1,675円

3,200円

＋

− →

＝

基礎控除額
33万円を引く

後期高齢者医療保険料 国民健康保険税 介護保険料

平成30年度から

保険料（税）率が変わります
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表１　平成30年度の保険税率・賦課限度額

表２　保険税の計算例
【加入者が夫婦と子の３人で、前年中の総所得金額などが以下の世帯の場合】

保険税額はこのように変わります

加入者 年齢 前年中の
総所得金額など

世帯主 63歳 100万円
配偶者 61歳 ０円

子 30歳 130万円

基準総所得金額
（所得割率に乗じる額）

67万円
０円

97万円

所得割率
加入者の基準総所得金額（前年中
の総所得金額等 − 基礎控除額33
万円）に乗じる率です。

均等割額
加入者一人ひとりに等しく負担
していただく分です。

世帯平等割額
世帯ごとに等しく負担していた
だく分です。

賦課限度額
保険税の上限です（平成30年度の
税制改正により改定）。

課税区分 平成29年度
（改定前）

平成30年度
（改定後） 比較

医療分
（医療費の支払いに
充てる分）

対象者：
加入者全員

所得割率 7.5％ 6.3％ △ 1.2％
均等割額 26,000円 20,500円 △ 5,500円
世帯平等割額 12,400円 14,600円 2,200円
賦課限度額 54万円 58万円 ４万円

支援金分
（後期高齢者医療
制度を支える分）

対象者：
加入者全員

所得割率 2.5％ 2.8％ 0.3％
均等割額 9,900円 12,300円 2,400円
賦課限度額 19万円 19万円 変更なし

介護分
（介護保険制度を
支える分）

対象者：
40～64歳の
加入者

所得割率 2.2％ 2.4％ 0.2％
均等割額 13,000円 13,900円 900円
賦課限度額 16万円 16万円 変更なし

課税区分 平成29年度

医療分
（加入者全員）

所得割額 123,000円
均等割額 78,000円
世帯平等割額 12,400円
小計（100円未満切捨） 213,400円

支援金分
（加入者全員）

所得割額 41,000円
均等割額 29,700円
小計（100円未満切捨） 70,700円

介護分
（世帯主と配偶者）

所得割額 14,740円
均等割額 26,000円
小計（100円未満切捨） 40,700円

年間保険税額 324,800円

平成30年度
103,320円
61,500円
14,600円

179,400円
45,920円
36,900円
82,800円
16,080円
27,800円
43,800円
306,000円

比較
△ 19,680円
△ 16,500円

2,200円
△ 34,000円

4,920円
7,200円

12,100円
1,340円
1,800円
3,100円

△�18,800円

基礎控除額
33万円を引く

　　　

平
成
30
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
の
制

度
が
変
わ
り
、
県
が
国
保
財
政
の
責
任
主

体
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
県
が
市

町
村
の
事
業
費
納
付
金
や
標
準
保
険
料
率

を
算
定
し
、
市
町
村
は
そ
れ
を
参
考
に
保

険
税
の
税
率
や
税
額
を
算
定
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
県
が
算
出
し
た
標
準
保
険
料

率
な
ど
を
基
に
保
険
税
率
を
見
直
し
、
加

入
者
の
負
担
に
配
慮
し
て
、
平
成
30
年
度

の
保
険
税
率
な
ど
を
決
定
し
ま
し
た
。

◆
保
険
税
の
決
ま
り
方

　

保
険
税
は
、
医
療
分
と
支
援
金
分
、
介

護
分
を
合
算
し
た
額
と
な
り
、
世
帯
単
位

で
計
算
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
世
帯
主
が
納

税
義
務
者
と
な
り
ま
す
。

　
「
均
等
割
額
」「
世
帯
平
等
割
額
」
は
、

前
年
中
の
世
帯
の
所
得
状
況
な
ど
に
応
じ

て
軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※ 

平
成
30
年
度
の
保
険
税
額
や
納
付
方

法
、
軽
減
制
度
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
世
帯
主
あ
て
に
７
月
中
旬
に
送
付

さ
れ
る
「
国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知

書
」
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課
保
険
税
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
１
５
２
）

国
民
健
康
保
険
税
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65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
は
、
３

年
ご
と
に
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平

成
30
～
32
年
度
ま
で
の
介
護
保
険
料
が
、

決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
保
険
料
が
変
更
さ
れ
る
主
な
理
由

　

① 

要
介
護
認
定
者
数
と
介
護
サ
ー
ビ
ス

受
給
者
数
の
増
加
と
、
介
護
報
酬
が

０
・
54
％
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に

よ
る
介
護
給
付
費
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
た
め

　

② 

市
で
は
、
介
護
老
人
保
健
施
設
の
整

備
や
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）、
定
期
巡
回
・

随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
を
計
画

し
て
お
り
、
介
護
給
付
費
の
増
加
が

見
込
ま
れ
る
た
め

　

③ 

国
の
給
付
費
な
ど
に
占
め
る
介
護
保

険
の
65
歳
以
上
の
人
の
負
担
割
合
が

22
％
か
ら
23
％
に
引
き
上
げ
る
政
令

の
改
正
が
行
わ
れ
た
た
め

※ 

平
成
30
年
度
の
介
護
保
険
料
や
納
付
方

法
な
ど
の
詳
細
は
、
７
月
中
旬
に
送
付

さ
れ
る
「
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
」

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
７
月

以
降
に
65
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
人
に

は
、
誕
生
日
の
翌
月
に
送
付
し
ま
す

介
護
保
険
料

平成29年度
所得
段階

年間の保険料額
（一月あたり）

第１
段階

28,620円
（2,385円）

第２
段階

44,520円
（3,710円）

第３
段階

47,700円
（3,975円）

第４
段階

57,240円
（4,770円）

第５
段階

63,600円
（5,300円）

第６
段階

79,500円
（6,625円）

第７
段階

85,860円
（7,155円）

第８
段階

98,580円
（8,215円）

第９
段階

111,300円
（9,275円）

第10
段階

117,660円
（9,805円）

平成30年度（2018年度）〜�32年度（2020年度）
所得
段階 対象者 保険料率 年間の保険料額

（一月あたり）

第１
段階

・世帯全員が市民税非課税の老齢福祉年金受給者
・生活保護被保護者
・世帯全員が市民税非課税で、本人の「合計所得

金額＋課税年金収入額」が80万円以下の人

基準額
×0.45

31,860円
（2,655円）

第２
段階

・世帯全員が市民税非課税で、本人の「合計所得
金額＋課税年金収入額」が80万円を超え120万
円以下の人

基準額
×0.70

49,560円
（4,130円）

第３
段階

・世帯全員が市民税非課税で、本人の「合計所得
金額＋課税年金収入額」が120万円を超える人

基準額
×0.75

53,100円
（4,425円）

第４
段階

・本人が市民税非課税で、世帯員に課税者がいる
人のうち、本人の「合計所得金額＋課税年金収
入額」が80万円以下の人

基準額
×0.90

63,720円
（5,310円）

第５
段階

・本人が市民税非課税で、世帯員に課税者がいる
人のうち、本人の「合計所得金額＋課税年金収
入額」が80万円を超える人

基準額 70,800円
（5,900円）

第６
段階

・本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が
120万円未満の人

基準額
×1.25

88,500円
（7,375円）

第７
段階

・本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が
120万円以上200万円未満の人

基準額
×1.35

95,580円
（7,965円）

第８
段階

・本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が
200万円以上300万円未満の人

基準額
×1.55

109,740円
（9,145円）

第９
段階

・本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が
300万円以上600万円未満の人

基準額
×1.75

123,900円
（10,325円）

第10
段階

・本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が
600万円以上の人

基準額
×1.85

130,980円
（10,915円）

65歳以上の人の介護保険料

※公費による保険料軽減は制度改正により、第７期介護保険事業計画実施期間中に実施内容が変更する場合があります
※ 租税特別措置法に規定される長期譲渡所得または短期譲渡所得に係る特別控除の適用がある場合には、上表の合計所得金

額から特別控除額を控除します
※ 第１段階から第５段階では、所得税法に掲げる年金収入に係る所得がある場合には、合計所得金額から年金収入に係る所

得額を控除します

●問い合わせ
　介護保険制度について　　　　　　　介護高齢課介護保険室　☎53−2111（内線3410～3412）
　介護保険料の通知・納め方について　税務課保険税係　☎53−2111（内線2152）
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健
康
へ
の
意
識
を
持
ち
ま
し
ょ
う

〜
村
上
市
第
２
期
国
民
健
康
保
険
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
〜

〜
村
上
市
第
３
期
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
実
施
計
画
〜

　

市
で
は
、
市
内
の
国
保
加
入
者
の
健
康
保
持
・
増
進
の
た
め
、
デ
ー
タ
ヘ
ル

ス
計
画
お
よ
び
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
実
施
計
画
の
２
つ
の
計
画
を

策
定
し
、
保
健
事
業
や
特
定
健
診
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
に
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
状
況
や
実
績
に
基
づ
く
評
価
を
行

い
、
国
保
加
入
者
に
向
け
た
よ
り
一
層
の
健
康
意
識
の
向
上
と
疾
病
予
防
の
強

化
を
進
め
る
た
め
、
新
た
な
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
計
画
の
見
直
し

　

国
保
加
入
者
数
は
、
年
々
減
少
し
て
い

ま
す
が
、
高
齢
者
が
多
く
、
一
人
あ
た
り

の
医
療
費
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
健
康
寿
命
の
延
伸
、
医
療
費

適
正
化
へ
向
け
、
介
護
予
防
ま
で
を
見
据

え
た
生
活
習
慣
病
対
策
や
疾
病
予
防
事
業

の
強
化
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
計
画
の
見

直
し
を
行
い
、
平
成
30
〜
35
年
度
ま
で
を

期
間
と
す
る
新
た
な
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。

　
■
計
画
の
目
標

　

こ
れ
ま
で
の
評
価
を
行
っ
た
結
果
を
基

に
、
新
た
な
計
画
に
お
け
る
目
標
を
定
め
ま

し
た
（
下
表
参
照
）。

■
主
な
取
り
組
み

　

こ
れ
ま
で
の
健
康
に
対
す
る
意
識
や
知
識

の
普
及
を
主
眼
と
し
た
事
業
で
は
、
意
欲
や

関
心
の
高
い
人
の
参
加
が
多
い
状
況
で
し

た
。
今
回
の
計
画
で
は
、
よ
り
多
く
の
人
に

健
康
へ
の
関
心
や
知
識
を
持
っ
て
も
ら
う
た

め
、
特
定
健
診
を
受
診
し
て
い
な
い
人
へ
の

受
診
勧
奨
や
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
の
高
い

人
を
対
象
に
し
た
保
健
事
業
を
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
特
定
健
診
の
結
果
か
ら
指
導
対
象

者
を
明
確
に
し
、
優
先
順
位
を
つ
け
て
、
よ

り
効
果
的
・
効
率
的
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
ほ
か
後
発
医
薬
品
の
利
用
普
及
活
動
や

重
複
し
て
多
く
の
医
療
機
関
を
受
診
す
る
人

へ
の
訪
問
活
動
を
継
続
し
ま
す
。

　

上
記
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
多

く
の
皆
さ
ん
が
健
康
へ
の
意
識
を
持
ち
、
自

ら
行
動
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

市
で
は
、
特
定
健
診
や
特
定
保
健
指
導
、

保
健
事
業
の
実
施
に
あ
た
り
、
一
人
で
も
多

く
の
加
入
者
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
受
診

ま
た
は
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
計
画
の
詳
細
は
、
保
健
医
療
課
お

よ
び
各
支
所
地
域
振
興
課
で
閲
覧
で
き
ま

す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

保
健
医
療
課
国
保
室

　

☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
４
１
０
）

保健医療課国保室
伊藤主事（新採用職員）
「市民の皆さんの目線で仕事を
するように心がけます」

　いつまでも健康
的な生活を送れる
ように、生活習慣
を見直しましょう。

中長期目標 評価指標 データ基 現状値 目標
脳血管疾患の
減少

脳血管疾患有
病者の割合 レセプト 3.9% 減少

虚血性心疾患
の減少

虚血性心疾患
有病者の割合 レセプト 3.4% 減少

糖尿病性腎症
による透析患
者数の減少

糖尿病性腎症
による年間新
規透析患者数

更生医療
申請状況

６人
（国保
３人）

減少

短期目標 評価指標 データ基 現状値 目標
高血圧有病者
の増加の抑制

高血圧有病者
の割合 レセプト 25.3% 減少

糖尿病有病者
の増加の抑制

糖尿病有病者
の割合 レセプト 12.2% 減少

脂質異常症有
病者の増加の
抑制

脂質異常症有
病者の割合 レセプト 18.9% 減少

メタボリック
シンドローム
該当者・予備
群の減少

メタボリックシン
ドローム該当者・
予備群の人数の減
少率（20年度対比）

特定健診
結果 32.2% 現状

維持

特定健診受診
率の向上

特定健診受診
率

特定健診
結果 41.6% 60%

特定保健指導
実施率の向上

特定保健指導
実施率

特定健診
結果 54.5% 65%
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『
む
ら
か
み
出
前
講
座
』
は
、
行
政
や
民

間
団
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
内
容
な
ど
に
つ

い
て
、
担
当
の
職
員
が
直
接
出
向
い
て
説
明

し
、
皆
さ
ん
に
学
習
機
会
を
提
供
す
る
事
業

で
す
。

　

各
テ
ー
マ
に
合
わ
せ
た
講
座
メ
ニ
ュ
ー
の

　

※�

全
て
の
メ
ニ
ュ
ー
一
覧
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

③�

各
講
座
と
も
開
講
日
の
15
日
前
ま
で
に
、

担
当
課
・
局
な
ど
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

■
時
間
・
会
場

①�

平
日
・
休
日
を
問
わ
ず
、
午
前
９
時
か
ら

午
後
９
時
ま
で
の
２
時
間
以
内
で
す
。
た

だ
し
、国
・
県
お
よ
び
民
間
団
体
で
実
施
す

る
メ
ニ
ュ
ー
は
、
平
日
の
午
前
９
時
か
ら

午
後
４
時
ま
で
の
２
時
間
以
内
で
す
。
ま

た
、
日
程
調
整
が
必
要
な
メ
ニ
ュ
ー
も
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

②�

会
場
は
、
申
込
者
の
希
望
す
る
市
内
の
集

会
施
設
な
ど
で
行
い
ま
す
の
で
申
込
者
で

用
意
し
、
使
用
に
か
か
る
費
用
は
申
込
者

の
負
担
と
な
り
ま
す
。

■
受
講
料

　

受
講
料
は
無
料
で
す
。（
総
合
型
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
一
部
の
メ
ニ
ュ
ー
は
有
料
で

す
の
で
予
め
ご
確
認
く
だ
さ
い
。）

■
そ
の
他

　

講
座
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
マ
ナ
ボ
ー
テ

村
上
お
よ
び
各
地
区
公
民
館
窓
口
に
備
え
て

あ
る
メ
ニ
ュ
ー
表
で
確
認
で
き
ま
す
。ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
メ
ニ
ュ
ー
表
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
推
進
室

　

�

（
☎
53
‐
２
４
４
６
）

む
ら
か
み
出
前
講
座

学べる講座がたく
さんあります。
ぜひ、ご活用くだ
さい。

人気講座＆おすすめ講座メニュー
【防災】

出前講座メニュー 担当課名

想像力を高めて「もしも」に備える
～クロスロード～ 総務課

応急手当講習会 消防本部

災害発生時の高齢者等への支援について 介護高齢課

【環境】
出前講座メニュー 担当課名

めざせ！ごみの分別マスター 環境課

楽しく学べる暮らしと環境 村上市地球環境を守る会

【産業・観光】
出前講座メニュー 担当課名

むらかみの食材を使った料理教室【有料】 農林水産課

新潟県の工事現場・ダム見学会 村上地域振興局

観光講座 観光課

【教育・文化・スポーツ】
出前講座メニュー 担当課名

まゆクラフト体験【有料】 朝日シルクフラワー製作工房

総合型地域スポーツクラブの出前講座【有料】
生涯学習課

村上歴史講座

【市民生活】
出前講座メニュー 担当課名

交通安全教室

市民課
悪質商法�こんな手口にご用心！

個人番号制度「マイナンバーって何？」

ぼくもわたしも消費者（小学生）

防犯講話 村上警察署

人口ビジョンから見える課題と対策 政策推進課

その物件、まだ住めますか？
～空き家バンクについて～ 自治振興課

お金に関する学習会 新潟県金融広報委員会

【介護・健康】
出前講座メニュー 担当課名

認知症を知ろう　～ステップアップ編～
介護高齢課

村上市の地域包括ケアシステムについて

血管からのメッセージ～高血圧予防～
保健医療課

歯っぴーライフ

おなか健康教室
新発田ヤクルト販売㈱

空容器工作教室

中
か
ら
目
的
に
合
わ
せ
て
活
用
で
き
ま
す
の

で
、
町
内
・
集
落
や
学
校
、
企
業
な
ど
で
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
の
お
す
す
め
講
座
や
、
利
用
の
多

い
人
気
講
座
メ
ニ
ュ
ー
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

出
前
講
座
の
概
要

■
申
込
方
法

①�

お
お
む
ね
10
人
以
上
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
（
10
人
未
満
の
場
合
は
、
各
課
・
局

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
）。

②�
学
習
内
容
は
、
出
前
講
座
メ
ニ
ュ
ー
か
ら

選
ん
で
く
だ
さ
い
。
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・市内の業者に発注する場合１kwあたり10万円（上限40万円）
・市外の業者に発注する場合１kwあたり８万円（上限32万円）

・ストーブ購入および設置費用の３分の１（上限10万円）
　ただし購入および設置費用が６万円以上のものが対象となります。

・市内に居住または居住しようとする人
・市内の既存戸建住宅もしくは新築戸建住宅に発電システムを設置する
または発電システムが設置された建売住宅を購入する人
・申請時において、市税などを滞納していない人

・市内に居住もしくは居住しようとする人、または市内に事業所を有す
る事業者
・市内の既存戸建住宅や新築戸建住宅、事業所で暖房用として木質バイ
オマスストーブを設置する人、または木質バイオマスストーブが設置
された建売住宅を購入する人
・申請時において、市税などを滞納していない人

・1,600万円（約40件分）
※申請書の様式は窓口でも配布しています。
また、市ホームページからもダウンロー
ドできます（市ＨＰ→くらしの情報→電
気・ガス・上下水道→新エネルギー）

・270万円（約27件分）

●問い合わせ先
　環境課新エネルギー推進室
　☎53−2111（内線2320）

　市では、環境負荷の少ない新エネルギーの導入促進による地球温暖化対策を推進するため、「住宅用
太陽光発電システム」および「木質バイオマスストーブ（まきストーブや木質ペレットストーブ）」を
設置する人に、設置費用の一部を補助しています。

　★受付期間：６月１日㈮〜15日㈮まで　※土・日曜日を除く
　★申込方法：�申請書に必要事項を記入し、指定する書類を添えて環境課または各支所
　　　　　　　地域振興課窓口へ直接提出してください。

　★そ の 他：�申し込み多数により、予算枠を超えた場合は抽選となります。なお受付期間内に予算
枠を超えなかった場合は、６月18日㈪から予算枠に達するまで先着順で受け付けます。

※�平成31年度以降の補助金額については、国・県支援
制度の動向により変更となる場合があります

平成30年度分の受け付けを開始します
住宅用太陽光発電システム設置費補助金

木質バイオマスストーブ設置費補助金

住
宅
用
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム

木
質
バ
イ
オ
マ
ス

ス
ト
ー
ブ

補助金額

補助金額

補助対象者

補助対象者

補助金予算枠

補助金予算枠
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平成30年度　狂犬病集合予防注射

　村上・荒川地域にお住まいで、まだ注射をしていない飼い主の人
は、必ず受けさせてください。どの会場でも受けることができます。

【集合注射の手数料（犬１頭につき）】
・登録済み　3,200円（注射済票交付手数料＋注射料）
・新規登録　6,200円
　�（登録料＋注射済票交付手数料＋注射料）
　※�猶予証明は集合注射会場では発行できません。かかりつ
けの動物病院にご相談ください

　※�飼い主や登録事項の変更、犬の死亡、行方不明の場合、
環境課または各支所地域振興課へ届け出が必要です

●問い合わせ
　環境課　生活環境室（☎53−2111　内線2312）
　神林支所　地域振興課市民生活室（☎66−6112　直通）
　朝日支所　地域振興課市民生活室（☎72−6885　直通）
　山北支所　地域振興課市民生活室（☎77−3112　直通）
　荒川支所　地域振興課市民生活室（☎62−3103　直通）

○神林地域
日にち 注　射　会　場 時　間
５月８日㈫ 上助渕コミュニティセンター前 19:30～10:10

有明集落開発センター前 10:20～10:50
桃川公会堂前 11:00～11:35
神林支所車庫前 13:00～13:45

５月９日㈬ 川部集落開発センター前 19:00～19:20
平林ふれあいセンター前 19:35～19:55
牛屋公民館前 10:10～10:30
塩谷中央公民館前 10:45～11:05
塩谷上地区集会所前 11:15～11:20
塩谷松和町集会所前 11:30～11:50
福田集落開発センター前 13:10～13:30
北新保農業拠点施設前 13:40～14:00

○村上地域（大栗田）
日にち 注　射　会　場 時　間
５月16日㈬ 大栗田集落開発センター前 19:40～19:45

○山北地域
日にち 注　射　会　場 時　間
５月10日㈭ 大沢集落入口 10:00～10:10

大毎満願寺前 10:20～10:40
北中生活改善センター前 10:45～11:00
下大鳥ふれあいセンター前 11:10～11:20
板屋沢集落開発センター前 11:25～11:35
勝木公民館前 11:40～12:00
寝屋消防ポンプ格納庫前 13:30～13:50
寒川集落センター前 14:00～14:25
板貝集落開発センター前 14:40～14:50
笹川集落国道沿い駐車場 15:00～15:05
桑川生活改善センター前 15:10～15:25

５月11日㈮ 中継集落公民館前 10:30～10:40
山熊田集落入口 10:50～11:00
山北支所前 11:30～12:00
伊呉野消防ポンプ格納庫前 13:15～13:20
中浜農村研修センター前 13:30～13:40
岩崎ふれあいセンター前 13:50～14:05
温出農村研修センター前 14:15～14:40
小俣集落センター前 15:00～15:10

○朝日地域
日にち 注　射　会　場 時　間
５月22日㈫ 下新保公会堂前 19:10～19:30

岩沢ふれあいセンター前 19:40～10:00
中原集落センター前 10:10～10:25
朝日中野公会堂前 10:35～10:45
薦川集落開発センター前 10:55～11:05
黒田集会施設前 11:20～11:30
関口診療所前 11:40～11:50
北大平集落センター前 13:10～13:20
高根区民会館前 13:30～14:00

５月23日㈬ 宮ノ下消防器具置場前 19:00～19:20
猿沢コミュニティセンター前 19:30～10:00
檜原公会堂前 10:10～10:40
板屋越地区集落センター前 10:45～11:00
早稲田研修センター前 11:10～11:30
塩野町後楽会館前 11:35～11:50
大須戸担い手センター前 13:10～13:35
蒲萄ふれあいセンター前 13:50～14:00
荒沢ふれあいセンター前 14:20～14:30

５月24日㈭ 布部集会施設前 19:30～19:50
石住集落開発センター前 10:00～10:10
大場沢多目的研修集会施設前 10:15～10:30
JA北部営農センター内米倉庫裏 10:40～11:10
渡部警察犬訓練所前 11:15～11:40
笹平集落開発センター前 13:10～13:20
瑞雲担い手センター前 13:30～13:40
小揚・土橋脇 13:50～14:00
千縄集会施設前 14:20～14:30
岩崩地区集会施設前 14:40～14:50

５月は神林・山北・村上（大栗田）・朝日地域で実施します
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みんなで協力してごみステーションを管理しよう

※�収集品目以外の混入物がある場合や、収集日が違うものがある場合は収集
はできません
※�詳しくは、市発行の冊子「ごみの分け方・出し方」（平成27年発行）をご覧
になるか市ホームページをご覧ください

●問い合わせ　環境課生活環境室　☎53−2111（内線2312）

　お互いが気持ちよく利用できるように、協力し
て管理するものです。
　みんなでマナーを守って、ごみステーションを
利用しましょう。

紙ごみ（雑がみ）
（資源ごみ）

・紙ひも以外（麻ひも・ビ
ニールひもなど）で縛っ
ているもの

ダンボール
（資源ごみ）

・紙ひも以外（麻ひも・ビ
ニールひもなど）で縛っ
ているもの
・金具、伝票、テープがつ
いたもの

缶
（資源ごみ）

・乾電池
・汚れや中身のあるもの

びん
（資源ごみ）

・キャップ付き
・ガラスの食器
・割れたびん
・汚れや中身のあるもの

新聞
（資源ごみ）

・チラシが混じっているもの
・紙ひも以外（麻ひも・ビニ
ールひもなど）で縛ってい
るもの

ペットボトル
（資源ごみ）

・キャップ付き
・ラベル付き
・汚れや中身のあるもの

不燃ごみ

・漬物石・砂利・土石
・パソコン・エアコン
・テレビ・冷蔵庫・洗濯機
・自動車部品・消火器
・外壁材

プラスチック製容器包装
（資源ごみ）

・ペットボトル
・ＣＤケース
・バケツ
・汚れや中身のあるもの
・プラスチック製のおもちゃ

可燃ごみ

・びん、缶など別の区分の
ごみが混ぜられているも
の

こんなごみの出し方はルール違反です
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地域で安心の子育て支援制度

こどもの発達を記録するファイル

ファミサポで助かった
─ お互いさまの助け合い ─

─ 今月から配布を開始 ─

ファミリー・サポート・センター（以下ファミサポ）とは
地域の中で「育児を手伝ってほしい人（依頼会員）」と「育
児をお手伝いする人（提供会員）」が有償で子育ての助け
合いを行う会員組織です。事務局のアドバイザーが、情
報提供や会員同士の助け合い活動の連絡調整などを行っ
ています。利用には会員登録が必要で、平成29年度末現
在で両会員合わせて126人が登録しています。

　こんな時に利用しています
・保育園、幼稚園の送り迎えができない
・学校行事で下の子を見ることができない
・急な出張で子どもを預かってほしい
・自分の時間がほしい　など

いざという時のために登録しておくことをお勧めします。３か月～小学校６年
生までの子どもを預
かってほしい人

心身ともに健康で積極的
に子育て援助活動を行っ
ていただける人。特別な
資格はいりません。登録
後に研修があります。

登録方法、利用料金など詳しくはお問い合わせ
ください。
●�問い合わせ　村上市ファミリー・サポート・センター事務局　☎53−2111（内線2551）

　「ぱすのーと」は、お子さんの発達を記録するファイルです。記録した内容を保育園
や学校、通所事業所に通い始める時に、相手方に見せることで、お子さんの様子を正確
に伝え、情報を共有することができます。「ぱすのーと」には、次の２種類があります。

福祉課福祉政策室　大屋主事（新採用職員）
「市民の皆さんがより良い生活が送れるよう
に頑張ります」

「子どもの育ち、子育ての智
ち

慧
え

」～ぱすのーとを活用しよう～
講師：村上総合病院小児科発達外来　和田　有子　先生　ほか

　「ぱすのーと」の誕生を記念して、子育て講演会を開催します。
どなたでも参加できます。
と　き　５月24日㈭　午前10時～11時30分
ところ　教育情報センター　視聴覚ホール
その他　申し込みは不要です。直接会場へお越しください。
●問い合わせ
　福祉課福祉政策室　☎53−2111（内線2521、2522）

「ぱすのーと　育ちノート」（赤ぱす）
　母子手帳と一緒に活用し、お子さんの健康状態
や成長、生活の様子、通院・通所した履歴を保護
者などが記録するファイルです。出生時に保健医
療課、各支所地域振興課で配布する子育て応援フ
ァイルに入っています。

「ぱすのーと　支援ノート」（青ぱす）
　アレルギーやてんかん、発達障がい、その他の
疾患をお持ちのお子さんの保護者などで希望する
方には、福祉課、各支所地域振興課、相談支援事
業所などで無料配布します。
　市ホームページからもダウンロードできます。
（「ぱすのーと」で検索）。

活動日 活動時間 １時間当たりの利用料金（報酬）

平　日
午前７時～午後７時 700円
上記以外の時間帯 800円

土、日曜日・祝日・年末年始 800円

ファミリー・サポート・センターのしくみ

アドバイザー

依頼会員 提供会員

登録

調整 登録

調整

報酬

サービス

ぱすのーと（相談支援ファイル）を利用しましょう

　講演会に
ぜひご参加
ください
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■
市
の
現
状

①
医
療
費

　

村
上
市
の
糖
尿
病
の
医
療
費

（
平
成
28
年
度
）
は
１
億
４
千
万

円
で
、
医
療
費
上
位
疾
患
の
第

４
位
で
し
た
。【
新
潟
県
国
民
健

康
保
険
団
体
連
合
会
疾
病
分
類

別
（
大
・
中
分
類
）
統
計
よ
り
】

②
透
析
者
数

　

合
併
症
の
ひ
と
つ
に
「
糖
尿

病
性
腎
症
」
が
あ
り
ま
す
。
糖

尿
病
が
進
行
す
る
と
、
血
液
を

ろ
過
す
る
腎
臓
の
「
糸
球
体
（
し

き
ゅ
う
た
い
）」
が
壊
れ
、
自
分

の
力
で
血
液
を
ろ
過
す
る
力
が

落
ち
て
き
ま
す
。
重
症
化
す
る

と
、
毎
週
透
析
の
た
め
の
通
院

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

市
の
「
糖
尿
病
性
腎
症
に
よ

る
新
規
透
析
導
入
患
者
数
」
は

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。（
表
１
）

年
々
人
口
が
減
少
す
る
中
、
透

析
患
者
が
増
え
て
い
る
こ
と
は
、

市
の
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。

　

透
析
患
者
の
医
療
費
は
ひ
と

り
当
た
り
年
間
約
５
０
０
万
円

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
人
の

透
析
導
入
を
１
年
遅
ら
せ
る
だ

け
で
、
年
間
５
０
０
万
円
の
医

療
費
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

●問い合わせ　保健医療課健康支援室
　　　　　　　☎53−2111（内線2440～2443）

あなたの血糖値はどれくらい？

健康啓発シリーズ 18

糖尿病注意報発令中

■
ま
ず
は
健
診
を

�
受
け
ま
し
ょ
う

　

血
糖
値
は
健
康
診
査
の
血
液

検
査
で
分
か
り
ま
す
。
市
の
特

定
健
診
受
診
率
は
、
年
々
微
増

傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
国
の
目

標
値
で
あ
る
60
％
に
は
到
達
し

て
い
ま
せ
ん
。（
表
２
）

　

市
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

（
全
員
）、
30
代
・
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
加
入
者
（
希
望
者
）

に
は
、
５
月
上
旬
に
案
内
を
お

送
り
し
ま
す
。

　

そ
の
他
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
は
、
各
医
療
保
険
者
に
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
の
国
民
健
康
保
険

加
入
者
は
、
人
間
ド
ッ
ク
の
助

成
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

保健医療課健康支援室
小林保健師（新採用職員）
「市民の皆さんの健康を守ります！」

　まずは、特定健
診を受けて自分の
血糖値を知ってお
くことが大切です。

表１：糖尿病性腎症による新規透析導入患者数（人）

福祉課更生医療申請状況より

表２：市の特定健診受診率（％）

特定健診等データ管理システム（法定報告）より
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　平均寿命の大幅な伸びや少子化などを背景として、日本の
人口の４人に１人が65歳以上という状況であり、高齢化が急
速に進んでいます。このため、一人暮らしや高齢者のみの世
帯が多くなり、日常の生活や健康の保持、介護、地域での交
流や生きがいなど、高齢者は多くの不安を抱えています。
　高齢化が進む社会の中で、高齢者が社会の一員として、生
きがいを持ち、健康で生き生きと暮らせる地域社会の実現を
目指した取り組みを進める必要があります。
　また、判断能力が不十分な高齢者の財産管理の問題や虐待
などによる人権侵害、寝たきりや認知症などの問題にも配慮
する必要があります。
　これらの課題解決には、地域社会全体で取り組まなければ
なりません。

●問い合わせ　市民課生活人権室　☎53−2111（内線2231）

～誰でもみんな年をとります～

〜考えよう相手の気持ち 育てよう思いやりの心〜
人権啓発シリーズ ⑬ 人権つうしん

守ろう、高齢者の人権

～高齢者やその家族の相談～
新潟県高齢者総合相談センター
☎０２５−２８５−４１６５

午前９時～午後５時まで
※年末年始、土・日曜日、祝日を除く

平成29年度 第３回 推進委員会を開催

連載 №14 岩船沖洋上風力発電教えて！

●問い合わせ　村上市岩船沖洋上風力発電推進委員会事務局
　　　　　　　環境課新エネルギー推進室　☎53−2111（内線2320）

　平成29年度第３回目の推進委員会が、３月27日㈫に開催され、
平成30年度の事業計画について了承されました。
　また、先の委員会で現段階においての事業化が困難とし、また
今後の実行計画を示すことができないとしている発電事業予定者
からの申し出である、当推進委員会からの委員辞任について事務
局から説明があり、全会一致で了承されました。
　平成30年度の事業としては、推進委員会（２回）と市民講演会（７
月）の開催を予定しています。

持続可能な低炭素まちづくり推進のためのパートナーシップ協定締結記念シンポジウム

「自然エネルギーでひらく村上市の未来」開催
★基調講演　飯田�哲也�氏（ＮＰＯ法人環境エネルギー政策研究所�所長）
★シンポジウム　コーディネーター�佐々木�寛
　（おらってにいがた市民エネエルギー協議会代表理事）
・と　き　５月19日㈯　午後２時～４時30分（午後１時30分開場）
・ところ　教育情報センター　視聴覚ホール
・その他　申し込みは不要です。直接会場へお越しください。
　　　　　※入場は無料です

　主催／おらってにいがた市民エネルギー協議会　共催／村上市

飯
田�

哲
也�

氏

京都大学工学部原子核工学科�卒。
京都大学大学院工学研究科原子核
工学専攻修士課程修了。
神戸製鋼、電力中央研究所を経て
ＮＰＯ法人環境エネルギー政策研
究所を設立。中央環境審議会、総
合資源エネルギー調査会、東京都
環境審議会などの委員を歴任
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昨
年
度
は
、
東
京
で
行
わ
れ
た
ハ
ン

ド
メ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
展
や
、
ま

ゆ
の
花
で
行
う
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
講
座
、
さ
ら
に
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ

た
情
報
発
信
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
画

を
実
現
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

色
々
な
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
機
会
を

い
た
だ
け
た
の
も
、
地
域
の
皆
様
の
ご

協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
ま
ゆ
の
花
を
製
作
す
る

講
座
を
積
極
的
に
開
催
し
、
こ
れ
か
ら

も
ま
ゆ
の
花
が
長
く
愛
さ
れ
る
特
産
と

な
る
よ
う
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

地域包括支援センターだより

医療・介護の連携システム「ときネット」に登録を
　在宅で医療や介護サービスを利用するとき、支援する
関係者の情報共有が欠かせません。そこで村上地域では、
医療・介護連携システム「ときネット」と呼ばれる、情
報共有ネットワークをつくりました。
　「ときネット」は、医療機関（病院・医院・歯科診療所・
調剤薬局）や介護サービス事業所、介護保険施設、行政
などが参加し、在宅介護サービスを利用している人を支
援する関係者でチームを組み、情報共有を図るものです。
　例えば、主治医が内服薬を変更したとき、その指示を
受けた訪問看護師がケアマネジャーに伝え、ケアマネジ
ャーがデイサービスやショートステイの事業所に個別に
連絡していたところを、「ときネット」に登録していれば、
一斉に関係者全員に伝えることができ、効率の良い連携が図れるようになります。
　現在、「ときネット」には75の施設と89人の介護サービス利用者が登録されています。特に複数のサービス
（デイサービスとショートステイ、訪問看護や往診など）を利用されている人には登録をお勧めします。

●問い合わせ　介護高齢課地域包括支援センター　☎53−2111（内線3432）
　　　　　　　または各支所地域振興課地域福祉室

　

昨
年
４
月
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
、
猿
沢
に
あ
る
「
朝
日
シ
ル
ク

フ
ラ
ワ
ー
製
作
工
房
」
を
拠
点
に
活
動

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

生
ま
れ
も
育
ち
も
東
京
の
私
で
す

が
、
朝
日
地
区
と
は
10
年
ほ
ど
前
か
ら

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
の
関
係
で
ご
縁
が
あ
り

ま
し
た
。
温
か
い
方
々
に
支
え
ら
れ
な

が
ら
、
居
心
地
の
良
い
地
域
で
、
大
好

き
な
モ
ノ
作
り
に
没
頭
で
き
る
日
々
に

心
か
ら
幸
せ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

新
し
い
風
を
巻
き
起
こ
せ

地
域
お
こ
し
協
力
隊
通
信 

⑬
▲外国人ツアーのお客様とコサージュ作り体験

▲地域の茶の間で講演会
細井幹

もと

子
こ

隊員
（檜原集落担当）

●
問
い
合
わ
せ　

自
治
振
興
課
自
治
振
興
室

　

☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
３
３
１
０
）

まゆの花が長く愛されるように

シリーズ
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月曜日� ７日、14日、21日、28日
第２金曜日（館内整理日）� 11日
祝日振替休館日� １日
※中央図書館の開館時間
　　火曜～金曜　　午前９時から午後７時まで
　　土・日・祝日　　午前９時から午後５時まで

◆中央図書館５月の休館日◆

【中央図書館新着図書】

◆　テュポーンの楽園（梅
うめ

原
はら

克
かつ

文
ふみ

）

◆　魔力の胎動（東
ひが

野
しの

圭
けい

吾
ご

）

◆　コンタミ−科学汚染−（伊
い

与
よ

原
はら

新
しん

）

◆　集団探偵（三
み

浦
うら

明
あき

博
ひろ

）

◆　地下にうごめく星（渡
わた

辺
なべ

優
ゆう

）

◆　敗れども負けず（武
たけ

内
うち

�涼
りょう

）

◆　わかって下さい（藤
ふじ

田
た

宜
よし

永
なが

）

◆　わたしの忘れ物（乾
いぬい

ルカ）

◆　雨と詩人と落花と（葉
は

室
むろ

麟
りん

）

◆　悪徳の輪舞曲（ロンド）（中
なか

山
やま

七
しち

里
り

）

◆　花のいのち（瀬
せ

戸
と

内
うち

�寂
じゃく

聴
ちょう

）

　

◆　みんな昔はこどもだった（池
いけ

内
うち

�紀
おさむ

）

◆　犬棒日記（乃
の

南
なみ

アサ）

◆　50歳からのかろやか人生（木
き

村
むら

和
かず

久
ひさ

）

◆　10の型紙で着回す毎日の服（帽
ぼう

子
し

千
ち

秋
あき

）

◆　夏井いつきの「花」の歳時記（夏
なつ

井
い

いつき）

○　ぜったいいぬをかうからね（ローレン・チャイルド）

○　ぎょうれつのできるチョコレートやさん（ふくざわゆみこ）

○　いろいろおしたく（えがしらみちこ）

○　めがさめた！（たちもとみちこ）

○　はじめてのがっこう（フルール・ウリ―）

図 書 館 ひ ろ ば
村上市立中央図書館　☎53−7511

◆…一般書　○…児童書

ス
ム
ー
ズ
に
事
務
処
理
を
進
め
て
い
き
た

い
で
す
。

好
き
な
食
べ
物
は
、
オ
ム
ラ
イ
ス

　

休
日
は
、
学
生
時
代
の
友
人
と
ド
ラ
イ

ブ
し
た
り
、
同
期
の
人
と
市
内
の
新
し
い

店
を
開
拓
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

チ
ョ
コ
と
オ
ム
ラ
イ
ス
が
大
好
き
で
、
瀬

波
温
泉
海
岸
の
風
景
に
癒
さ
れ
て
い
ま
す
。

取
材
し
て
み
て

　

笑
顔
も
素
敵
な
佐
藤
さ
ん
。
職
場
の
雰

囲
気
も
明
る
く
、
皆
さ
ん
楽
し
そ
う
に
仕

事
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

医
療
法
人
新
光
会
で
は
、
介
護
士
を
目

指
す
人
を
応
援
す
る
た
め
介
護
奨
学
生
を

募
集
中
。
資
格
取
得
後
、
一
年
間
の
勤
務

で
返
済
が
免
除
に
な
る
そ
う
で
す
。

実
習
を
受
け
て
、
こ
こ
で
働
き
た
い
と

　

専
門
学
校
時
代
に
、
こ
の
病
院
で
実
習

を
受
け
た
と
き
、
職
員
の
方
々
の
患
者
さ

ん
に
向
き
合
う
姿
勢
や
職
場
の
雰
囲
気
の

良
さ
に
感
銘
を
受
け
、
こ
こ
で
働
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

　

都
会
へ
の
憧
れ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
住

み
慣
れ
た
地
元
で
働
く
こ
と
が
で
き
て
、

と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
こ
の
４
月
で
１

年
経
ち
ま
し
た
。

気
軽
に
声
を
か
け
て
も
ら
え
る
よ
う
に

　

外
来
の
窓
口
業
務
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
窓
口
に
来
た
方
や
患
者
さ
ん
に
、
気

軽
に
声
を
か
け
て
も
ら
え
る
よ
う
な
雰
囲

気
づ
く
り
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

尊
敬
す
る
先
輩
方
の
よ
う
に
、
も
っ
と

シリーズ
村
上
市
の
仕
事
人

●
問
い
合
わ
せ　

政
策
推
進
課
企
画
政
策
室

　

☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
５
１
１
２
）

輝
く
！
若
者
ワ
ー
カ
ー 

②

★
★

★

★

★

佐藤　汐
しお

莉
り

さん（塩谷・21歳）
趣味：舞台鑑賞　家族：両親

医療法人新光会　村上記念病院
（松山204−１）
　�内科、泌尿器科、
　リハビリテーション科
　従業員124人　☎52−1229

協力企業
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人口 29,207人（△159）　 31,816人（△126）　計61,023人（△285）　 22,886世帯（△９）人口と世帯数（４月１日現在）
（　　）内は前月比

※３月11日から４月10日までの届け出です（敬称略）※保護者やご遺族などの了承を得て掲載しています

氏名（ふりがな） 届出人 町内会名または住所 氏名（ふりがな） 届出人 町内会名または住所

おたんじょう

おくやみ 
氏名 年齢 町内会名または住所 氏名 年齢 町内会名または住所 氏名 年齢 町内会名または住所

村上地区 　
笠原ハルエ	 99		 庄内町
髙橋久仁男	 74		 南町二丁目
成田　トキ	 84		 新町
富樫タツ子	 71		 松山
剣持　靜枝	 67		 三之町
磯部　正一	 88		 高平
木村　才志	 89		 飯野桜ケ丘
渡邉　タツ	 90		 瀬波中町
五十嵐　武	 84		 庄内町
三浦　明子	 51		 山居町二丁目
髙橋　レイ	 75		 松原町一丁目
中山與志吉	 86		 上片町
松本　トク	 100		 上片町
船山　 子	 79		 岩船横新町
中村トヱ子	 88		 山辺里
荒川地区 　
髙橋　孝男	 64		 名割
相馬　　正	 76	 大津
駒沢　ミサ	 90	 藤沢
一ノ瀬孝子	 63	 佐々木
渡邊多喜夫	 87	 金屋
細野　秀雄	 56	 大津

近藤　清光	 53	 金屋
冨樫　　誠	 50	 下鍜冶屋
髙橋　マツ	 95	 佐々木
佐藤キミノ	 91	 山口
神林地区 　
遠山ユミ子	 78	 宿田
川崎　寅夫	 91	 北新保
藤田　弘尚	 71		 上助渕
川崎あけみ	 56	 北新保
小池　健志	 74	 湯ノ沢
東　　昭司	 79	 松喜和
近　　ナヲ	 105	 山田
田中　トミ	 88	 福田
長谷部敏夫	 88	 牛屋
齋藤　スイ	 91	 葛籠山
瀬賀　昭三	 89	 塩谷
遠山　勝男	 89	 宿田
小池　勝彦	 73	 平林
朝日地区 　
佐藤ヨシ子	 88	 古渡路
大場　正義	 72	 岩沢
玉木　靜子	 87	 宮ノ下
中山　正市	 85	 大須戸

本間よう子	 63	 あけぼの
玉木　長衛	 91	 宮ノ下
横井　和栄	 63		 檜原
小池　豊子	 78	 笹平
宇 　喜一	 68	 北大平
小田忠重郎	 74	 薦川
長谷川　瓊	 87	 大場沢
荻根沢イツ	 81	 塩野町
佐藤　アキ	 84	 鵜渡路
鈴木タカヨ	 89	 新屋
山北地区 　
増子　幸子	 93	 寒川
佐藤　　保	 91	 大毎
青木　春枝	 73	 岩崎
齋藤　一也	 82	 越沢
佐藤　雅行	 46	 中浜
大滝　千鶴	 89	 北中
田村喜美雄	 84	 府屋本町
佐藤　トシ	 91	 大沢
板垣　　満	 53	 北中
大滝ミナイ	 93	 堀ノ内
富樫　政勝	 65	 山熊田

村上地区 　　
聡　乃	（さとの）	 小島　盛康	 三之町
美　怜	（みれい）	 大滝　拓也	 庄内町
　蓮	 （れん）	 貝沼　佳貴	 南町二丁目
　汰	 （たい）	 佐藤　晃一	 日下
太　智	（たいち）	 伴田　拓真	 八日市
凪　沙	（なぎさ）	 近藤　　剛	 四日市
咲　弥	（さくや）	 大田　希望	 肴町
奏　翔	（かなと）	 池田　優哉	 塩町
雅　空	（がく）	 越善　光也	 大欠
佳　志	（けいじ）	 工藤　智志	 八日市
荒川地区 　　
滉　佳	（ひろよし）	 横山　輝佳	 坂町

幸　音	（しおん）	 加藤　健太	 十文字
月　椛	（つきか）	 塩原　勇樹	 坂町
神林地区 　　
初　花	（ういか）	 木村　秀昭	 平林
竜　誠	（りゅうせい）	三科　竜哉	 今宿
朝日地区 　　
愛　椛	（にか）	 増子　勝巳	 板屋越
　純	 （じゅん）	 佐藤　　陸	 鵜渡路
衣　都	（いと）	 菅原　和樹	 早稲田
惣　介	（そうすけ）	 高橋慎之輔	 千縄
瀬　央	（せな）	 田中　裕人	 猿沢
山北地区 　　
楓　真	（ふうま）	 佐藤　一成	 伊呉野



メールで情報をキャッチ！
http://www.city.murakami.lg.jp/
mobile/mailmaga/
右のQRコードを読み取る
だけで簡単アクセス
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集まれ！むらかみ元気スマイル
　わが子の笑顔を皆さんに届
けてみませんか。小学校入学
前までのお子さんの写真を募
集します。（市内在住者に限
ります）
①住所
②お子さんの名前（ふりがな）
③生年月日④保護者氏名
⑤電話番号⑥写真（５MB以内）
をメールで送付してください。
メール：seisaku-k@city.murakami.lg.jp

QRコードで
アドレス読み取り

むらかみ

S IM L E

木村　颯
そう

太
た

くん
H27.６.６生まれ（緑町三丁目）

髙橋　花
か

楓
ほ

ちゃん

H28.６.17生まれ（二之町）

松浦　吏
り

杜
と

くん
H29.９.30生まれ（下相川）

竹内　詩
し

乃
の

ちゃん
H27.10.17生まれ（小口川）

編集後記

ワンモアショット！む ら か み の 話 題

▶表紙は４月13日㈮に行われた「三面川鮭稚魚放流式」
の写真です。毎年、川に入っての写真撮りになるのです

が、テレビや新聞各社など報道関係者も多く、位置取りに大苦戦します。
今回は写真撮りに夢中で川の深みにはまり長靴に川水が流入。やはり、長
靴と一体になった釣り用のつなぎが必要だと痛感しました。（石田）

あかりちゃん
好物

夢

あつあげ

ケーキ屋さん

　大須戸能は、江戸時代から170年あまり伝承され、
昭和30年には新潟県の無形文化財に指定されていま
す。今年は天候にも恵まれ、約150人の観客が集まり
ました。夫婦愛と長寿を祈願する「高

たか

砂
さご

」、土蜘
ぐ

蛛
も

の
精との格闘が見どころの「土蜘蛛」、医者がケガをし
た雷を癒し治療代の代わりに千年間災害がないよう
約束する狂言「針

はりたてかみなり

立雷」の３番が演じられ、優雅な
舞に大きな拍手が送られていました。

伝統の大須戸能が披露されました
八坂神社能舞台（大須戸）
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▶
狂
言
「
針
立
雷
」
で
医
者
が
雷
を

　
治
療
し
て
い
る
場
面

こたろうくん
好物

夢

いちご

サッカー選手

今回の紙面を和ませてくれたのは、
第二保育園に通うこの２人！
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